






















対する当時の関心の高さが推し量られる。書評としては， K.R. Bharadwaj [13〕， M.
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ひとつは『独立変数』でなければならないとしづ事実は残る」（［5 ],p . 133) 
が，分配変数の与え方としては
(1) 商品の集まりとしての賃金（thewage as an aggregate of commodities) 
（却価格としての賃金（thewage as a price) 
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